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〈資料１４〉 

ＩＮＥＳ（国際原子力・放射線事象評価尺度）について 
 

ＩＮＥＳは、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）及び経済協力開発機構の原子力機関（Ｏ

ＥＣＤ／ＮＥＡ）が、原子力施設等の個々の事故・トラブルについて、それが安全

上どのような意味を持つものかを簡明に表現できるような指標として策定し、１９

９２年３月に加盟各国に提言したもの。 

我が国においても、１９９２年８月１日から国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ； 

International Nuclear Event Scale）の運用を開始。２０１０年４月１日からは、

放射線源及び放射性物質の輸送に関しての評価を含んだ２００８年版の国際原子

力・放射線事象評価尺度（ＩＮＥＳ；The International Nuclear and Radiological 

Event Scale）を用いて評価を行っている。その運用においては、事故・トラブル

発生後原子力安全・保安院が暫定評価を行い、原因と再発防止策がとりまとまり最

終的な事故報告を受けた後、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会ＩＮ

ＥＳ評価小委員会（委員長：関村直人東京大学大学院工学系研究科教授）における

審議を踏まえ、原子力安全・保安院が最終評価を行っているもの。 

 

 
 

出典：原子力安全・保安院ホームページ、2012 年版原子力・エネルギー図面集（電気事業連合会） 


